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市の人口●125，586人�
世　帯　数●49，707世帯�
　　（平成13年5月1日現在）�

【座間市のお知らせ】� 641
●資源物分別収集量実績（2面）�
●みんなの健康（3面）�
●都市マスタープランを策定（4・5面）�
●ざまインフォメーション（6・7面）�
●ＩＴ講習会7～9月分受け付け（8面）�
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N

ト　大道不二子さん
○定　員　５０人（先着順）
○申込方法　６月１５日（金）までに
電話で担当へ
担当　　　　　　　　　環境保全課
�０４６（２５２）８２１４・�０４６（２５７）７７４３

　
「
座
間
の
森
」
は
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
中
で
も
希
少
な
品
種
で
、
江

戸
の
後
期
に
「
座
間
寛
造
」
と
い
う
人
が
作
り
出
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
花
は
、
白
地
に
薄
い
藤
色
の
ぼ
か
し
が
入
り
、

中
心
は
黄
色
、
花
弁
は
三
枚
、
大
輪
の
垂
れ
咲
き
と
い
う
特
徴
を

持
ち
ま
す
。

　

立
野
台
公
園
と
県
立
座
間
谷
戸
山
公
園
に
移
植
さ
れ
た
「
座
間

の
森
」
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
日
本
花
菖
蒲
協
会
の
品
種
保
存
指

定
農
場
（
伊
勢
原
市
）
か
ら
入
手
し
た
四
十
株
を
株
分
け
し
た
も

の
で
す
。

　毎年、６月は「環境月間」とし
て、環境省を中心にさまざまな環
境保全推進事業を展開していま
す。市ではこの環境月間に合わせ
て、「環境講演会」を開催します。
○と　き　６月２７日（水）午後１
時３０分～３時３０分
○ところ　市民文化会館（ハーモ
ニーホール座間）大会議室
○内　容　石けんと合成洗剤その
他化学物質過敏症などについて
○講　師　消費生活コンサルタン

梅
雨
晴
れ
に
ひ
と
休
み

座座
間間
のの「「
花花
菖菖
蒲蒲
」」

は
な 
し
ょ
う 

ぶ

�
座
間
の
森
�

6
月
は
環
境
月
間

環
境
講
演
会
を
開
催

○と　き　６月２４日（日）午前９時～（受
け付け）
○ところ　市民体育館大体育室

健康な
まちづくり
●コ ●ー ●ナ ●ー 

ファミリーバドミントン大会

○対　象　市内在住・在
勤・在学者
○チーム編成　１チーム
２人（ダブルス）で編
成
○持ち物　室内用運動靴、
着替えなど
○申込方法　所定の申込
用紙に記入の上、６月
１８日（月）までに担当へ
持参または郵送
担当　　　　　　　　スポーツ課
�０４６（２５２）８１７７・�０４６（２５２）４３１１
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マ
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キ
ャ
ン
プ

○と　き　７月２８日（土）～２９日（日）
○ところ　市立清川自然の村とその周辺
○集合・解散場所　市公民館、北・東地区文
化センター
○内　容　竹の水鉄砲作り、川でサバイバル
ゲーム、ネーチャーゲーム、野外炊事、
キャンプファイアーなど
○対　象　小学生以上の子供と保護者
○定　員　２０組程度（先着順）
○費　用　大人＝３０００円、子供＝２５００円
○移動方法　市のバスを使用
○説明会　市公民館＝７月７日（土）午後２
時～、北地区文化センター＝７月８日
（日）午前１０時３０分～、東地区文化セン
ター＝７月８日（日）午後２時～（いずれ
かに出席）
○申込方法　６月１５日（金）までに直接または

電話かファクスで担当へ
担当
　市公民館
　　�０４６（２５５）３１３１・�０４６（２５２）２７７６
　北地区文化センター
　　�０４２（７４７）３３６１・�０４２（７４７）８５４２
　東地区文化センター
　　�０４６（２５３）０７８１・�０４６（２５３）０７８９

「
か
な
が
わ
の
花
の
名
所
百
選
」に
も

選
ば
れ
る
立
野
台
公
園
「
菖
蒲
の
里
」

と
県
立
座
間
谷
戸
山
公
園
里
山
体
験
館

付
近
で
は
、
今
月
下
旬
か
ら
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
の
希
少
品
種
『
座
間
の
森
』
が
一

面
に
白
い
優
雅
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

し
っ
と
り
と
雨
に
濡
れ
る
姿
も
、
陽

光
を
受
け
風
に
そ
よ
ぐ
姿
も
美
し
い
ハ

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
。
心
成
し
か
気
持
ち
も
沈

み
が
ち
な
こ
の
季
節
に
、
私
た
ち
の
心

と
身
体
を
い
や
し
て
く
れ
ま
す
。
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水
道
は 
豊
か
な
社
会
の 
い
の
ち
づ
な

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間

　

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は

『
水
道
週
間
』
と
し
て
全
国
一
斉

に
啓
発
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

新
世
紀
に
入
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
し
て
の
水
道
は
、
ま
す
ま
す

重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
の
使
命
は
、
安
全
で

安
定
し
た
水
を
不
断
な
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
供
給
す
る
こ
と
で
す
。

安
全
の
た
め
の
水
質
調
査
は
効
率

的
に
充
実
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま

団
資
源
回
収
に
対
し
て
、

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
三

円
の
奨
励
金
を
交
付
し
て

ご
み
の
資
源
化
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
（
平
成
十
二
年

四
月
〜
平
成
十
三
年
三

月
）
の
収
集
量
は
、
約
千

九
百
五
十
五
ト
ン
で
、
前

年
度
に
比
べ
約
五
十
ト
ン

の
増
加
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
、
市
が
分
別
収

集
し
た
資
源
物
の
六
千
七

百
四
十
一
ト
ン
を
合
わ
せ

　

基
本
的
人
権
を
守
る
と
と
も

に
、
そ
の
啓
発
、
高
揚
の
た
め
に

法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、
相
談

に
当
た
っ
て
い
る
の
が
人
権
擁
護

委
員
で
す
。

　

人
権
は
、
わ
た
し
た
ち
が
社
会

生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
権
利

で
あ
り
、
大
切
に
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が

現
実
に
は
、
い
じ
め
、
差
別
、
家

庭
内
や
隣
近
所
の
も
め
事
な
ど
、

自
分
の
権
利
だ
け
を
主
張
し
た

り
、
勝
手
な
行
動
を
し
て
他
人
の

人
権
を
侵
す
事
件
が
起
き
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
人
権
擁

護
委
員
は
毎
月
第
二
火
曜
日
に
、

市
役
所
で
『
法
務
相
談
』
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
で
も
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）
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詳
し
く
は
、
担
当
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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た
、
本
年
度
か
ら
「
宮
ヶ
瀬
系
県

水
」
の
受
水
が
始
ま
り
、
よ
り
安

定
し
た
供
給
体
制
が
確
立
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
災
害
に
強
い
水
道
を

目
指
し
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
布
設

替
え
お
よ
び
施
設
の
耐
震
化
工
事

も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
の
水
道

料
金
を
主
に
し
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
料
金
の
支
払
い
は
金
融
機

関
の
ほ
か
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
支
払
い
で
き
る
ほ

か
、
便
利
な
口
座
振
替
へ
、
い
つ

で
も
変
更
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
週
間
期
間
中
は
、

会
計
課
、
水
道
部
業
務
課
お
よ
び

各
出
張
所
に
お
い
て
、啓
発
品「
圧

縮
タ
オ
ル
」
を
配
布
し
て
い
ま
す

（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

　

こ
れ
か
ら
も
市
営
水
道
に
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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資
源
物

分
別
収
集
量
の

実
績
報
告

る
と
年
間
で
約
八
千
六
百
九
十
六

ト
ン
を
資
源
化
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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集
団
資
源
回
収

の
実
績

　

昨
年
度
（
平
成
十
二
年
四
月
〜

平
成
十
三
年
三
月
）
に
お
け
る
資

源
物
収
集
量
は
約
六
千
七
百
四
十

一
ト
ン
で
、
前
年
度
に
比
べ
一
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、四
月
か
ら
新
た
に「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
の
収

集
を
始
め
、
そ
の
ほ
か
「
空
き
缶
・

空
き
瓶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
類
・

布
類
・
そ
の
他
金
属
類
」の
資
源
物

を
分
別
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
分
別
収

集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　このほど「平成１２年度生活関連物資価格調査」
の結果がまとまりました。これは、生活関連物資
の価格調査を市から委嘱を受けた１０人の消費生活
モニターが、年４回定期的に同じ店舗で同一商品
を調査したものです。今後の参考にしてください。
担当　　　　　　　市民生活課�０４６（２５２）８１５８

平成12年度�

生活関連物資価格調査�

対１１年度
上昇率

平成１２年度
平均価格

平成１１年度
平均価格

量　目品　目

　４.２ ％２９５ 円２８３ 円１�し ょ う ゆ

－１.３  　３６７　３７２　１�み そ

　１.４ 　２１４　２１１　１�砂 糖

──１６９　──１８０�マ ー ガ リ ン

　２.４ 　５５４　５４１　１．５�サ ラ ダ 油

　２.４ 　２９７　２９０　５００�マ ヨ ネ ー ズ

－０.５ 　１７５　１７６　１�小 麦 粉

－０.５ 　１９０　１９１　１�牛 乳

　４.８ 　１９３　１８４　M１０個鶏 卵

　４.３ 　３５８　３４３　５個入即席ラーメン

　０.７ 　５４７　５４３　１.２�合 成 洗 剤

　０.７ 　７７２　７６６　２.４�粉 せ っ け ん

　８.８ 　 ９８　 ９０　１�ガ ソ リ ン

平成１２年度集団資源回収品目別回収量・奨励金一覧表

奨励金（円）回収量（㎏）

４，３６９，６６８１，４５６，５５６新 聞

４４０，２７７１４６，７５９雑 誌

６７０，０５０２２３，３５０段 ボ ー ル

２８２，７５６９４，２５２古 繊 維

８８，７８２２９，５９４ア ル ミ 缶

１，６１７５３９金物スチール

１０，３９２３，４６４空きびん等

５，８６３，５４２１，９５４，５１４合 計
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市交通安全対策協議会

「暴走族追放強化月間」
「二輪車交通事故防止強化月間」
☆スローガン

「運転に  ゆとりやさしさ  思いやり」
　暴走は“しない”“させない”“ゆるさない”
を合い言葉に暴走族追放の機運を高め、安
心して暮らせる環境づくりのため各種運動
を展開します。関係機関、団体、市民の皆
さんのご協力をお願いします。

6月は ☆市交通安全対策協議会年間スローガン

　「安全は　心と時間の　ゆとりから」
☆重点項目
「子どもと高齢者の交通事故防止」「自転
車・二輪車の交通事故防止」「違法駐車及
び放置自転車・バイクの追放」「チャイル
ドシートとシートベルトの着用の徹底」
「飲酒運転の追放」

市交通安全対策協議会

　平成１３年度も、上記重点項目を中心に各種
運動を展開します。関係機関、団体、市民の
皆さんのご協力をお願いします。
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３階相談室
法律相談は、いずれも
定員になり次第、締め
切ります。

毎月第２・第４火曜日午後６時３０分～９時
と第３・第４木曜日午後１時３０分～４時３０
分
〈予約制（電話可）。１日午前８時３０分から
今月分を受け付け〉

１２・２１
・２６・
２８日

法 律
（予約制）

毎月第２火曜日　午前９時～正午１２日

法 務
（人権･
戸籍・
登記）

毎月第３木曜日　午前９時～正午２１日行 政

毎週月・水・金曜日
午前１０時～正午と午後１時～３時３０分

消 費
生 活

毎月第３火曜日　午後１時３０分～４時３０
分１９日

行 政
書 士
（相続・
遺言） 担当　市民生活課�０４６（２５２）８１５８

１階国保年金課内毎月第２月曜日  午前１０時～午後３時１１日
年 金

担当　国保年金課�０４６（２５２）７０３５

ふれあい会館２階毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時２１日駐留軍
離職者 担当　産業課�０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時２１日高年齢
者職業  担当　高齢対策課�０４６（２５２）７１２７

１階児童課内
毎月第３金曜日　午前１０時～午後３時１５日婦 人

毎週月～金曜日　午前９時～午後３時母 子
生 活 担当　児童課�０４６（２５２）７２０１

総合福祉センター毎月第１～第４土曜日
午前９時～午後３時

２・９
・１６・
２３日結 婚

担当　総合福祉センター�０４６（２６６）１２９４

市立青少年センター内
青少年相談室毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

青少年
担当　青少年相談室�０４６（２５６）０９０７

市立青少年センター内
教育研究所毎週月～金曜日　午前１０時～午後４時

教 育
担当　教育研究所�０４６（２５９）２１６４

相談はいずれも無料です

6 月 の 相 談 日
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�

　市では、皆さんのがんの早期発見、早期治療のため、
集団検診を実施しています。いずれの検診も平成１３年度
中に一人１回まで受診できます。受診をご希望の方は、
電話で市民健康課へお申し込みください（大腸がん検診
は、原則として検診日の７日前まで）。
　料金は当日お支払ください。ただし、７０歳以上の方と
生活保護受給者（受診当日受給票をお持ちください）お
よび市・県民税非課税世帯の方は無料となりますので、
申し込み時に担当へご連絡ください。
《受診の際の注意》
①胃がん検診を受ける方は､前日の午後
　８時以降の飲食､喫煙などは避けてく
　ださい。
②授乳中の方は、乳がんの検診は受けら
　れません。
③産後２カ月未満の方は、子宮がん検診
　は受けられません。
④妊娠中の方は､大腸がん以外の検診は受けられません。

※は、市民健康センターの場合のみ

�

▽実施期間＝６月１日（金）～１１月３０日（金）▽検査内
容＝子宮けい部細胞診、子宮体部細胞診（問診などの結
果、医師が必要と認めた方）▽対象＝３０歳以上の女性
（集団検診を受診した方を除く）▽定員＝１０５０人▽料金
＝子宮けい部細胞診のみ１７００円、子宮けい部細胞診と子
宮体部細胞診２５００円▽申込方法＝直接下表の医療機関へ

　　　　　　 

早期発見！早期治療に！がん集団検診 ■保 

子宮がん施設検診 ■保 

ところと　き
東地区文化センター６月６日（水）
市民健康センター　　　１１日（月）
市公民館　　　　　　　２１日（木）
市民健康センター　　　２９日（金）
ひばりが丘南児童館７月３日（火）
北地区文化センター　　１９日（木）
市民健康センター　　　２７日（金）
東地区文化センター８月３日（金）
市民健康センター　　　２７日（月）
市公民館　　　　　９月４日（火）
北地区文化センター　　１３日（木）
市民健康センター　　　２５日（火）

 田  井 　 咲  里 木   ちゃん
た い さ り む

Ｈ13．2．25生まれ　女
立野台2丁目

 佐  久  間 　 涼 太   ちゃん
さ く ま りょう た

Ｈ12．10．1生まれ　男
栗原中央2丁目

 高  橋 　しずくちゃん
たか  はし

Ｈ12．9．29生まれ　女
緑ケ丘2丁目

 杉  園 　 玖 恩   ちゃん
すぎ  ぞの  く おん

Ｈ13．2．6生まれ　男
東原4丁目

 寺  田 　 優 輝   ちゃん
てら  だ ゆう  き

Ｈ12．6．6生まれ　男
ひばりが丘3丁目

 川 村   　
かわ  むら

 優  里 奈   ちゃん
ゆ り な

Ｈ12．11．28生まれ　女
西栗原1丁目

�

▽とき＝６月４日（月）午前９時３０分～１０時３０分（受け
付け）▽ところ＝ひばりが丘・小松原児童館▽内容＝身
体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談▽持ち物
＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

�

▽今月の該当者＝
　昭和９年６月生まれの方
※該当者および６７歳以上で、
まだ医療証の交付を受けて
いない方は、健康保険証と印
鑑をご持参の上、手続きして
ください。ただし、心身障害
者療養受診証をお持ちの方
は、手続きが不要です。

�

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽と
ころ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～４歳未満
（できるだけ１歳までに完了）
※ツベルクリン反応検査の結果、陰性の場合はＢＣＧを
接種し、陽性の場合は再検査します。

�

▽対象＝１５歳以上▽申込方法＝直接会場へ

成人・老人健康相談 ■保 

高齢者医療の手続き ■予 

ツベルクリン反応検査とＢＣＧ接種 ■予 

結核検診 ■予 

担当　市民健康課　■保 保健係�０４６（２５２）７２２５　■予 予防・医療係�０４６（２５２）７２１３　�０４６（２５２）７０４３

�

▽とき＝６月１９日（火）午後１時～２時▽ところ＝市民
健康センター▽対象＝平成１３年２月生まれ

�

　市では、指定相談医を定め、無
料で健康診査を実施しています。
対象者には個人通知をしますの
で、あらかじめ医療機関へ電話連
絡の上、母子健康手帳をお持ちに
なり受診してください。

�

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成１１年１１月生
まれ◆歯科▽とき＝６月１３日、２０日いずれも水曜日午前
９時３０分～１０時３０分▽ところ＝市民健康センター▽対象
＝平成１１年１０月生まれ

�

▽とき＝６月１２日（火）午後１時～２時▽ところ＝市民
健康センター▽対象＝平成９年１２月生まれ▽持ち物＝母
子健康手帳

�

▽とき＝６月２１日（木）午前１０時～１１時３０分▽ところ＝
市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・すすめ方、
子供の発達や予防接種について▽対象＝生後５カ月～６
カ月児を持つ保護者▽持ち物＝母子健康手帳、スプーン
▽申込方法＝電話予約

�

▽とき＝①６月８日②１５日いずれも
金曜日午前９時３０分～１０時３０分（受
け付け）▽ところ＝①北地区文化セ
ンター②市民健康センター▽内容＝
身体測定と食事・発育状態・しつけ
についての相談▽持ち物＝母子健康
手帳▽申込方法＝直接会場へ

４カ月児健康診査 ■保 

８～１０カ月児健康診査 ■保 

１歳６カ月児健康診査 ■保 

３歳６カ月児健康診査 ■保 

赤ちゃん教室 ■保 

育児相談 ■保 

料　金受付時間対　象区　分
９００円午前９時～１１時　　

４０歳以上の方
胃

５００円午前９時～１１時　　大腸

３００円
午前９時３０分～１１時
※午後１時～２時　３０歳以上の

女性
乳

６００円午前９時～１１時　　子宮

電話所在地医療機関名
０４２（７４２）３７５６相模が丘５- ２-２０手嶋産婦人科医院
０４６（２５２）０６２５さがみ野１- ８-２２原産婦人科医院
０４６（２５３）３５１１相武台１-５２シロタ産婦人科
０４６（２５５）３５４１入谷４-２６９０-２９金子産婦人科
０４６（２３２）２２７１海老名市国分寺台５-１３-１３武岡産婦人科
０４６（２３１）１５３４海老名市柏ヶ谷１１４１増田産婦人科医院
０４６（２３４）３２１４海老名市東柏ヶ谷３- ３-１９さがみ野レディスクリニック
０４６７（７８）０３００綾瀬市深谷３４７１- ７茂木産婦人科医院
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ところ受付時間と　き
生きがいセンター午前９時３０分～１１時

６月１４日（木）
市民健康センター午後１時～２時３０分

対　象と　き内　容
２月１日～
１５日生まれ

６月４日（月）ツベルクリン
６月６日（水）ＢＣＧ　　　

２月１６日～
末日生まれ

６月５日（火）ツベルクリン
６月７日（木）ＢＣＧ　　　

１月１日～
１５日生まれ

６月１１日（月）ツベルクリン
６月１３日（水）ＢＣＧ　　　

　救急診療 担当　市民健康課�０４６（２５２）７２１３・�０４６（２５２）７０４３

電　話所在地医療機関名診療月日
０４６（２５３）４３３３入谷４丁目内山外科整形外科６月３日外

科 ０４６（２５５）３２２８相武台２丁目馬来胃腸科外科６月１０日
０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科６月３日婦

人
科 ０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院６月１０日

◆耳鼻咽喉科
　診療時間　午 前９時～正午、午後２時～５時
　診療場所　相模原南メヂカルセンター（相模原市相模大野）
　　　　　　�０４２（７５６）９０００
◆外科・婦人科
　診療時間　午 前９時～正午、午後２時～５時

◆内科・小児科
　受付時間　午 前９時～１１時４５分、

午後２時～４時４５分、
　　　　　　午後７時～９時４５分
　診療場所　休日急患センター

（市民健康センター１階）　
　　　　　　�０４６（２５２）９０９０
◆歯科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分
　診療場所　休日急患センター（市民健康センター１階）　
　　　　　　�０４６（２５２）８２１７

●休日診療

●夜間診療
診療時間　（平日）午後７時～１０時、午後１０時以降

（休日）午後１０時以降
診療場所　消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９

へお問い合わせください。

問い合わせ先
消防署　�０４６（２５６）２２１１（２４時間）・�０４６（２５１）５２６３（障害者用）
市役所　�０４６（２５５）１１１１（午前８時３０分～午後１０時）
※当番医が変更される場合もありますので、診療時間も含めて
必ず電話で確認してください。
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①住居系〈低層住宅地〉�

　　　　〈一般住宅地〉�

②商業系〈商業地〉�

　　　　〈沿道複合地〉�

　　　　〈住商共存地〉�

③工業系〈工業地〉�

　　　　〈住工共存地〉�

④複合系〈複合機能地〉�

　⑤緑地系〈農住共存地〉�

　　　　　〈農住共存地〉�
　　　　　（土地利用検討区域）�

　　　　　〈公園・緑地〉�

小田急相模原�

相武台前�

入谷�

Ｊ
Ｒ
相
模
線

Ｊ
Ｒ
相
模
線� 座間�

行政拠点�

相武台前�

相武台下�

入谷�

Ｊ
Ｒ
相
模
線� 座間�

行政拠点�

お
お
む
ね
二
十
年
後
の
将
来
に
向
け
て
、「
住
み
や
す
く
、
魅
力
あ

る
」
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
『
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』。

市
で
は
、
平
成
十
年
に
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
、
平
成
十

一
年
に
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
懇
談
会
」
を
実

施
し
、
そ
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
提
言
を
基
に
、
こ
の
ほ
ど
、
座
間

市
の
将
来
都
市
像
を
描
い
た
「
座
間
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
内
容
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
座
間
市
を
「
み
な

ぎ
る
活
力
と
や
す
ら
ぎ
が
調
和
す
る
と
き
め
き
の
ま
ち
」
と
す
る
た

め
の
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
担
う
べ
き
役
割
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

担
当

都
市
計
画
課
�
０
４
６
（
２
５
２
）
７
３
７
６

�
０
４
６
（
２
５
２
）
０
２
２
０

●●

●

目目
的的

都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の

位位
置置
付付
けけ

内内
容容

都

格

次

の
五
つ
の
機
能
形
成
を
図
り
ま

す
。

●
一
つ
の
行
政
拠
点
と
文
化
拠
点

　

都
市
と
し
て
の
一
体
感
を
構
成

す
る
た
め
に
、
市
役
所
を
中
心
と

し
た
地
区
を
「
緑
あ
ふ
れ
る
環
境

づ
く
り
」
を
目
指
し
た
行
政
拠
点

と
し
て
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
拠
点
と
し
て
「
歴

史
文
化
拠
点
」
と
「
自
然
教
育
文

化
拠
点
」
を
整
備
し
ま
す
。

●
二
つ
の
生
活
軸

　

生
活
の
骨
組
み
と
し
て
、
歩
行

者
空
間
を
考
え
た
「
う
る
お
い
の

あ
る
道
づ
く
り
」
と
な
る
生
活
軸

を
整
備
し
ま
す
。

　

行
政
拠
点
か
ら
放
射
状
に
東

西
・
南
北
に
結
ぶ
二
本
の
道
路
整

備
を
生
活
軸（
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
）

と
し
て
整
備
し
て
い
く
も
の
で

す
。

●
三
つ
の
ゾ
ー
ン

　

新
し
い
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
形
成

に
重
要
な
、
三
つ
の
ゾ
ー
ン
を
重

点
的
に
整
備
し
ま
す
。

　

東
側
相
模
野
台
地
の
住
工
共
存

を
求
め
た
「
東
部
複
合
ゾ
ー
ン
」、

行
政
拠
点
周
辺
の
出
会
い
と
ふ
れ

あ
い
を
求
め
た
「
中
央
文
化
ゾ
ー

都都
市市
構構
造造機

「

複

合
ゾ
ー
ン
」
を
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

●
四
つ
の
環
境
軸
と
緑
の
拠
点

　

相
模
川
河
岸
段
丘
、座
間
丘
陵
、

目
久
尻
川
流
域
の
緑
地
を
基
本
と

す
る
三
本
の
「
緑
の
軸
」
お
よ
び

●

域

生

拠

て
、
地
域
拠
点
の
形
成
を
図
り
ま

す
。
小
田
急
相
模
原
・
相
武
台
前
・

座
間
・
入
谷
・
さ
が
み
野
の
五
駅

を
地
域
拠
点
と
位
置
付
け
、
駅
周

辺
の
快
適
な
空
間
を
生
み
出
す
よ

う
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

土土
地地
利利
用用
構
想

●
　

こ
の
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に
当

た
り
、
平
成
十
年
に
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
第
三
次
座
間
市
総
合
計
画

の
後
期
基
本
計
画
お
よ
び
座
間
市

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
な

ど
、
今
後
の
市
政
運
営
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
や

市
政
に
対
す
る
市
民
の
意
識
調
査

と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
お

い
て
、
各
質
問
項
目
別
の
最
も
ポ

イ
ン
ト
が
高
か
っ
た
回
答
は
、「
住

ん
で
い
る
地
域
の
望
ま
し
い
土
地

市
民
アア
ンン
ケケ
ーー
トト
調
査
の
結
果

利
用
」
に
つ
い
て
は
「
自
然
環
境

の
保
全
」、「
座
間
市
の
景
観
・
街

な
み
を
つ
く
る
の
に
大
切
な
施

策
」に
つ
い
て
は「
緑
化
の
推
進
」、

「
住
ん
で
い
る
地
域
に
必
要
な
施

設
整
備
」
に
つ
い
て
は
「
高
齢
者

な
ど
に
安
全
な
道
路
環
境
」、「
座

間
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
切
な
都

市
像
」
に
つ
い
て
は
「
福
祉
の
ま

ち
」
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、

今
回
の
座
間
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
懇
談
会
で
の
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る
意
見
・
要

望
を
集
計
す
る
と
、「
道
路
の
整
備

方
針
」
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望

が
一
番
多
く
、
次
が
「
公
園
や
緑

地
の
整
備
方
針
」
に
つ
い
て
で
し

た
。
そ
の
後
は「
市
街
地
整
備
等
」

市
民
懇懇
談談
会会
の
開
催

「
上
下
水
道
・
河
川
」「
そ
の
他
の

都
市
施
設
」
に
つ
い
て
の
順
で
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
な
ど
を
反
映
し

て
、
今
回
の
座
間
市
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
ま

す
。

　

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
定
め

る
こ
と
で
、
市
全
体
お
よ
び
各
地

域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
な

ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
三
者
が
、

共
通
の
目
標
や
役
割
、
責
任
を
共

有
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

身
近
な
地
域
の
特
徴
を
一
番
良
く

知
っ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
、

市
民
、事
業
者
、行
政
に
よ
る

今
後
の
取取
りり
組組
みみ事

業
者
お
よ
び
行
政
が
共
通
の
目

標
の
下
で
、
一
貫
し
た
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
座
間
に
住
み
、

働
き
、学
び
、憩
う
す
べ
て
の
人
々

が
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
姿
勢
で
ま

ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
二
十
一
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
可
能

に
な
る
と
言
え
る
の
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
「
座
間
市
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、
市
役

所
一
階
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
お
よ

び
各
出
張
所
、
市
公
民
館
、
北
・

東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
ご
希
望
の

方
に
は
、
概
要
版
を
無
料
で
配
布

出出
張張
所所
な
ど
で
ご
覧
く
だ
さ
い

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
懇

談
会
で
の
意
見
が
、
ど
の
よ
う
に

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
れ
た

か
を
ま
と
め
た「
市
民
意
見
一
覧
」

は
、
担
当
の
都
市
計
画
課
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

『都市マスタープラン』Ｑ＆Ａ
ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ　

A.都市マスタープランは、市全体や地域
の将来像を明示し、まちづくりの目標を示
すものです。平成４年に都市計画法の一部
が改正され、市町村の都市計画に関する基
本的な方針を策定する制度ができました。
この基本的な方針が都市マスタープラン
です。今後のおおむね２０年間にわたる都市
づくりに関する基本的な方針を示してい
て、都市計画法第１８条の２に基づいて定め
るものです。

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ
A.地域の特徴を良く知っている皆さん
に、地域づくりのパートナーとして、主体
的にまちづくりに参加していただきたい
と考えています。

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ　

A.都市マスタープランの目標に向かっ
て、まちづくりの担い手の一人として、周

辺環境への配慮などに取り組んでいただ
きたいと考えています。

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ
A.都市の公害・災害の防止や緩和のため
に、緑地の保全や整備に努めることなどを
盛り込んでいます。具体的には、緑地やそ
の恵みである 湧  水 の保全、都市公園として

ゆう すい

の緑を育てること、ごみの分別による減量
資源化、省エネルギー（サンルーム、高断
熱・高気密住宅、蓄熱材の採用など）やク
リーンエネルギー（太陽熱利用温水器、太
陽光発電など）の推進などが挙げられま
す。

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ　

A.このプランでは将来都市像として、自
然と人と都市づくりが調和した魅力あふ
れる座間を目指しています。今後、このマ
スタープランを座間市の都市計画の指針
として、市民と事業者の皆さんとともにま
ちづくりを進めていきたいと考えていま
すので、ご理解とご協力をお願いします。

都市マスタープランって
何ですか？

私たち市民は何をしたら
良いのですか？

事業者はどういう対応を
するのですか？

環境への配慮は
されているのですか？

将来、座間市が
目指すものは？

土
地
利
用
構
想

将
来
の
都
市
構
造

　

将
来
都
市
像
の
具
体
化
を
目
指

し
て
、「
将
来
の
都
市
構
造
」
で
示

し
た
軸
・
ゾ
ー
ン
お
よ
び
拠
点
の

連
係
を
考
慮
し
て
、
主
要
な
土
地

利
用
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
し

た
。

①
住
居
系

●
低
層
住
宅
地

　

地
区
計
画
な
ど
の
検
討
を
進

め
、
良
好
な
住
環
境
を
整
備
・
保

全
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
市

の
特
性
を
生
か
し
た
新
市
街
地
を

形
成
し
て
い
き
ま
す
。

●
一
般
住
宅
地

　

都
市
基
盤
を
整
備
し
、
住
宅
密

集
地
区
な
ど
を
改
善
し
て
い
き
ま

す
。

②
商
業
系

●
商
業
地

　

市
街
地
再
開
発
な
ど
に
よ
り
都

市
基
盤
整
備
を
推
進
し
、
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実
し
た
快
適

な
空
間
の
あ
る
地
域
拠
点
を
形
成

し
て
い
き
ま
す
。

●
沿
道
複
合
地

　

幹
線
道
路
沿
道
と
し
て
の
特
性

を
生
か
し
た
商
業
施
設
な
ど
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

●
住
商
共
存
地

　

周
辺
住
宅
と
調
和
し
た
商
業
施

設
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

③
工
業
系

●
工
業
地

　

工
業
環
境
の
整
備
・
保
全
を
し

て
い
き
ま
す
。

●
住
工
共
存
地

　

住
宅
地
の
環
境
と
共
存
す
る
工

業
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
、
既
存
の
東
部
地
域
に
お
け
る

住
工
混
在
地
域
の
解
消
に
努
め
る

と
と
も
に
、
計
画
的
な
工
業
地
域

を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

④
複
合
系

●
複
合
機
能
地

　

昔
か
ら
の
田
園
風
景
と
新
し
い

都
市
機
能
が
調
和
し
た
、
複
合
的

な
川
沿
い
地
域
を
形
成
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
一
体
と
な
っ

た
、
相
模
川
沿
い
に
ふ
さ
わ
し
い

新
し
い
産
業
な
ど
を
誘
致
し
て
い

き
ま
す
。

⑤
緑
地
系

●
農
住
共
存
地

　

農
地
と
住
宅
が
調
和
し
た
、
田

園
空
間
の
良
さ
を
継
承
し
て
い
き

ま
す
。

●
農
住
共
存
地
（
土
地
利
用
検
討

区
域
）

　

良
好
な
農
地
の
保
全
を
図
る
と

と
も
に
、
部
分
的
に
農
業
と
共
存

し
た
計
画
的
な
新
市
街
地
を
形
成

し
て
い
き
ま
す
。

『『
座座
間間
市市
都都
市市

ママ
スス
タタ
ーー
ププ
ララ
ンン
』』をを
策策
定定
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小田急相模原�

相武台前�

入谷�

Ｊ
Ｒ
相
模
線� 座間�

政拠点行政拠点�

小田急相模原�

相鉄線�

�

さがみ野�

政拠点�

お
お
む
ね
二
十
年
後
の
将
来
に
向
け
て
、「
住
み
や
す
く
、
魅
力
あ

る
」
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
『
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』。

市
で
は
、
平
成
十
年
に
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
、
平
成
十

一
年
に
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
懇
談
会
」
を
実

施
し
、
そ
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
提
言
を
基
に
、
こ
の
ほ
ど
、
座
間

市
の
将
来
都
市
像
を
描
い
た
「
座
間
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
内
容
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
座
間
市
を
「
み
な

ぎ
る
活
力
と
や
す
ら
ぎ
が
調
和
す
る
と
き
め
き
の
ま
ち
」
と
す
る
た

め
の
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
担
う
べ
き
役
割
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

担
当

都
市
計
画
課
�
０
４
６
（
２
５
２
）
７
３
７
６

�
０
４
６
（
２
５
２
）
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市
民
、
事
業
者
、
行
政
に
よ
る

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
指
針
と
し
て
、
次
の
三
つ

の
視
点
に
立
っ
て
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

●
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
整
合

　

市
全
体
お
よ
び
各
地
域
ご
と
の

将
来
都
市
像
を
明
確
に
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
す
べ
て
の
市
民
や

事
業
者
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
整
合
を
図
り

ま
す
。

●
総
合
的
な
整
備
方
針
の
策
定

　

現
状
の
課
題
に
対
応
し
た
、
将

来
的
な
土
地
利
用
・
道
路
・
公
園
・

下
水
道
な
ど
の
整
備
方
針
を
策
定

し
、
今
後
の
都
市
計
画
の
決
定
お

よ
び
変
更
の
指
針
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
以
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
手
法
も
合
わ

せ
て
整
備
方
針
に
取
り
込
む
こ
と

に
よ
り
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加
の

　

促
進

　

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
民
や

事
業
者
の
理
解
を
深
め
、
今
後
の

事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加

都
市
マ 
ス 
タ
ー 
プ 
ラ 
ン 
の
目目
的的

を
促
進
し
ま
す
。

ま
す
。

　

ま
た
、「
市
街
化
区
域
及
び
市
街

化
調
整
区
域
の
整
備
、
開
発
又
は

保
全
の
方
針
」
と
整
合
し
、
都
市

計
画
の
決
定
お
よ
び
変
更
の
指
針

と
な
り
ま
す
。
特
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
策
定
す
る
、
地
区
計
画
・

ま
ち
づ
く
り
協
定
・
建
築
協
定
な

ど
、
地
域
に
密
着
し
た
都
市
計
画

へ
の
反
映
を
促
す
も
の
で
す
。

　

座
間
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
全

体
構
想
と
市
内
を
十
一
地
域
に
設

定
し
た
地
域
別
構
想
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内

に
残
さ
れ
た
貴
重
な
自
然
、
太
古

か
ら
刻
ま
れ
て
き
た
歴
史
、
そ
し

て
そ
の
地
で
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た

豊
か
な
文
化
、
こ
れ
ら
を
基
本
的

な
骨
組
み
と
し
て
連
係
さ
せ
る
形

で
、
新
し
い
都
市
づ
く
り
を
考
え

て
い
く
こ
と
を
、
将
来
都
市
像
の

基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向

け
て
、
こ
の
将
来
都
市
像
を
具
体

化
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

座
間
市
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
第
三
次
座
間

市
総
合
計
画
に
お
け
る
部

門
別
計
画
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
実
施
計
画
な
ど

に
お
い
て
そ
の
実
現
を
図

る
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い

都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の

位位
置置
付付
けけ

都
市
マ 
ス 
タ
ー 
プ 
ラ 
ン 
の
内内
容容

　

本
市
の
将
来
都
市
像
を
実
現
す

る
た
め
、
都
市
の
骨
格
と
な
る
次

の
五
つ
の
機
能
形
成
を
図
り
ま

す
。

●
一
つ
の
行
政
拠
点
と
文
化
拠
点

都
市

し
て
の
一
体
感

構
成

●●

将
来 
の
都都
市市
構構
造造ン

」、西
側
相
模
川
沿
い
の
新
し
い

機
能
と
調
和
を
求
め
た
「
西
部
複

合
ゾ
ー
ン
」
を
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

●
四
つ
の
環
境
軸
と
緑
の
拠
点

相
模
川
河
岸
段
丘
、座
間
丘
陵
、

相
模
川
の
「
水
の
軸
」
を
線
的
な

自
然
の
骨
組
み
と
し
て
、
保
全
・

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

●
五
つ
の
地
域
拠
点

　

地
域
の
日
常
生
活
の
拠
点
と
し

て
、
地
域
拠
点
の
形
成
を
図
り
ま

す
。
小
田
急
相
模
原
・
相
武
台
前
・

座
間
・
入
谷
・
さ
が
み
野
の
五
駅

地
域
拠
点

位
置
付
け
、
駅
周

土土
地地
利利
用用

●
公
園
・
緑
地

　

公
園
や
緑
地
な
ど
を
緑
の
拠

点
・
軸
と
し
て
配
置
し
、
本
市
の

基
本
構
造
で
あ
る
環
境
軸
を
形
成

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
緑
地
保
全
の
方
策
を
検
討

し
、
質
の
高
い
都
市
空
間
と
し
て

の
骨
格
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

の
プ

策
定
す

に
当

市
民
アア
ンン
ケケ
ーー
トト
調
査
の
結
果

利
用
」
に
つ
い
て
は
「

然
環
境

懇懇
談談
会会

取取
りり
組組
みみ

出出
張張
所所

『都市マスタープラン』Ｑ＆Ａ
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特集�
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系
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商
業
系

●
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工
業
系

●●④
複
合
系
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緑
地
系

●●

『『
座座
間間
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都都
市市

ママ
スス
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ーー
ププ
ララ
ンン
』』をを
策策
定定
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広報ざま【座間市のお知らせ】No.６４１●７ ２００１年（平成１３年）６月１日

　今年も６月３０日までの間に、市内数
カ所を調査区域として定め、調査員が
お伺いします。調査内容は、統計に関
すること以外に使用しませんので、ご
協力をお願いします。
担当　　　　　　　　　　　　建築課
�０４６（２５２）７３９６･FAX０４６（２５２）０２２０

�

　危険物を取り扱う事業所における自
主保安体制の確立を呼び掛けるととも
に、皆さんの危険物に対する意識の高
揚、啓発を目的として設けられたもの
です。
　わたしたちの身近なものでは、ガソ
リン、灯油、てんぷら油などが危険物
に含まれます。これらを取り扱う際は
十分注意しましょう。
担当　　　　　　　市消防本部予防課

�０４６（２５６）２２１１内線２３３･２３４

�

○と　き　７月５日、６日午前９時～
午後４時３０分
○ところ　総合福祉センター
○定　員　１００人（先着順）
○費　用　テキスト代３０００円（申請時
に納付）
○申込期間　６月４日～２２日午前８時
３０分～午後５時（土曜･日曜日を除
く）
○ 申込方法　市消防本部、東・北分署
に備えてある受講申請書に必要事項
を記入の上、縦４センチ×横３セン
チの大きさの写真２枚（正面上半身・
脱帽・無背景で６カ月以内に撮影し
たもの）を添えて、直接担当へ持参
担当　　　　　　　市消防本部予防課

�０４６（２５６）２２１１内線２３３･２３４

�

○と　き　６月２９日午後２時３０分～４
時４０分
○ところ　市役所５階第１会議室
○テーマ　座間の教育史
○内　容　視学巡視簿を通して見た座
間の教育（明治～大正）
○講　師　市教育研究所教育史調査員
大谷之彦さん
○定　員　７０人
○受講料　無料
○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　　　教育研究所
�０４６（２５６）１９３９・FAX０４６（２５９）２１６３

�

○と　き　①６月２２日～７月５日午前
９時～午後５時（最終日は午後４時
まで）②６月２２日～７月２日午前９
時～午後４時③７月３日～７月１１日
午前９時～午後４時（②③は、土曜・
日曜日を除く）
○ところ　①高相地区教科書センター
（相模原市中央３－１２－１０相模原市
立総合学習センター内）②ひばりが
丘小学校ふれあい教室③座間中学校
理科室
○問い合わせ先　①同センター�０４２

６月３日～９日は
危険物安全週間です

甲種防火管理者
資格取得講習会

教育教養研修講座

平成１４年度使用の
教科書展示会

　市教育委員会では、古くから市内に
伝わる民話を題材とした絵本「観音さ
まと大蛇」を刊行しました。この絵本
は、市内のサークル「座間おはなし会」
の文章と「きつつき版画倶楽部」の木
版画によって構成されています。
　市役所１階市民情報コーナーや市公
民館、北・東地区文化センターで閲覧・
販売（税込み６８０円）しているほか、
市立図書館、各コミュニティセンター
でも閲覧できますので、ぜひご一読く
ださい。

　また、絵本の原画を展示した原画展
を開催しています。色鮮やかな絵本の
原画１６点を展示していますので、ぜひ
ご覧ください。
○と　き　７月１５日までの午前９時３０
分～午後４時３０分
○ところ　市民文化会館常設展示室
担当　　　　　　　　　　生涯学習課
�０４６（２５２）８４７６・FAX０４６（２５２）４３１１

�

　幼児クラブ情報誌「ふぇありー」へ
の掲載希望サークルを募集していま
す。「ふぇありー」は、市内各地域に
点在する育児サークルの紹介を目的と
した情報誌です。それぞれの育児サー
クルでは、幼稚園入園前の子供を持つ
お母さんが、自主保育・自主学習して
います。子育てに一人ぼっちで悩んで
いるお母さんや、同年代の子供を持つ
友達が欲しいという方への情報誌とし
て役立っています。
　掲載を希望するサークルや、サーク
ル活動に興味のある方を随時募集して
いますので、担当までご連絡ください。
担当　　　　　　　　　　生涯学習課
�０４６（２５２）８４７２・FAX０４６（２５２）４３１１

�

　市教育委員会では、平成１４年３月に
開催予定の「生涯学習フェスティバル」
に向けて、皆さんの生涯学習に対する
思いや考えを話す会を開催します。
○と　き　６月１３日午後７時～９時
○ところ　総合福祉センター
○対　象　どなたでも

ママさんサークルで
仲間をふやそう！

座間の生涯学習について話そう

○保　育　あり（原則２歳以上）
○申込方法　直接または電話かファク
スで担当へ
担当　　　　　　　　　　生涯学習課
�０４６（２５２）８４７２・FAX０４６（２５２）４３１１

�

　市教育委員会では、心身や言語など
に障害のある子供を対象に、毎週月曜
日から金曜日まで｢就学相談｣を実施し
ています。これは、子供が楽しい学校
生活を送ることができるように、就学
に関する各種の心配事、悩み事などに
ついて相談をお受けするものです。
　どのようなことでも結構ですので電
話予約の上、お気軽にご相談くださ
い。
担当　　　　　　　教育委員会指導室
　�０４６（２５２）８７３２・FAX０４６（２５２）４３１１

�

○と　き　６月２３日午後２時～４時
○ところ　市民文化会館２階大会議室
○対　象　小学生（保護者同伴可）
○定　員　４０人（先着順）
○持ち物　鉛筆、消しゴム、ものさし、
色鉛筆ほか
○受講料　無料
○申込方法　６月２２日までに直接また
は電話かファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　　企画政策課
�０４６（２５２）８３７９･FAX０４６（２５５）３５５０

�

　取り壊された家屋には、翌年度から
固定資産税と都市計画税が課税されま
せん。
　まだ、滅失登記や市への届け出をし
ていない方は、お早めに担当へご連絡
ください。
担当　　　　　　　　　　　資産税課
�０４６（２５２）８０４７･FAX０４６（２５５）３５５０

�

　市が契約している市内の理髪店およ
び美容院において、理髪やカット、パー
マをかけた場合に料金の一部を市が負
担します。
○対　象　６５歳以上で、事前にひとり
暮らしの登録をしている方または生
活保護受給者
○申請方法　印鑑を持参し直接担当へ
担当　　　　　　　　　　高齢対策課
�０４６（２５２）７１２７･FAX０４６（２５２）８２３８

�

　寝具（掛布団など）の「乾燥」「丸
洗い乾燥」を実施しています。
○対　象　寝たきりや痴ほう症により
寝具類の衛生管理を必要とする６５歳
以上の方
○実施回数　「乾燥」年８回、「丸洗い
乾燥」年４回
○申請方法　担当などに備えてある高
齢者在宅福祉サービス利用登録申請
書に必要事項を記入の上、直接担当
へ持参
担当　　　　　　　　　　高齢対策課
�０４６（２５２）７１２７･FAX０４６（２５２）８２３８

障害のある子供を
対象とした就学相談

統計グラフ作り方教室

家屋を取り壊したときは連絡を

高齢者理髪助成券支給事業

寝具乾燥・丸洗い
サービスのご利用を

�

○と　き　６月２５日、７月２３日、９月
１７日、１０月２２日、１１月１２日、平成１４
年１月２８日、２月２５日いずれも月曜
日午後３時３０分～４時３０分（全７回）
○ところ　市民健康センター
○講　師　岡田絵画教室　岡田昌子さ
ん、金子朝美さん
○対　象　市内在住で障害のある小学
生（保護者同伴）
○定　員　１０組（先着順）
○費　用　教材･保険料（実費）
○持ち物　パレット､バケツ､筆､はさ
み､ぞうきん（氏名を記入）
○申込方法　６月１５日までに電話か
ファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　　市民健康課
�０４６（２５２）７３１７･FAX０４６（２５２）７０４３

�

　児童手当など「一定所得以下で、３
歳未満の子供および３歳以上６歳到達
後最初の３月３１日までの間にある児童
（義務教育就学前の児童）を養育して
いる方に､その人数によって定められ
た額の手当が支給される制度」を受給
している方は、毎年６月中に現況届を
提出することになっています。
　対象となる方には、既に現況届の用
紙を郵送しましたので、必ず期間内に
手続きを済ませてください。
○受付期間　６月１日～２９日午前８時
３０分～午後５時（土曜・日曜日を除
く）
○受付場所　市役所１階児童課
　なお、新たに本市で児童手当を申請
する方や､現在受給中の方で二人目以
降の子供が生まれた場合も届け出が必
要です。
担当　　　　　　　　　　　　児童課
�０４６（２５２）７２０１･FAX０４６（２５２）７０４３

�

　市では、昭和５６年以前に建築された
木造住宅を対象に、無料耐震相談を実
施します。
○と　き　６月２３日午前９時３０分～午
後４時（時間予約制）
○ところ　北地区文化センター
○相談員　神奈川県建築士事務所協
会・座間支部会員　
○申込方法　６月２０日までに電話で担
当へ
○持ち物　確認申請書などの図面（略
図でも可）、建物の状況が分かる写真
など
※次回の相談は、９月に東地区文化セ
ンターで予定しています。
担当　　　　　　　　　　　　建築課
�０４６（２５２）７３９６･FAX０４６（２５２）０２２０

�
　　
　国土交通省では、県および市の協力
の下、毎年６月に建築物等実態調査を
実施しています。この調査は、最近に
おける建築物および住宅の建築状況な
どを調査し、国や都道府県の住宅・建
築行政などの基礎資料を得ることを目
的としています。

障害児のための
絵画と造形教室

お忘れなく「児童手当現況届」

木造住宅耐震相談

平成１３年度建築物等実態調査

むかし話絵本
「観音さまと大蛇」
販売と原画展の開催
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◆赤ちゃんとお母さんのにこにこ教室
○と　き　①６月２０日②２７日③７月５
日④１２日いずれも午前１０時～正午
○内　容　①お友達になろう②赤ちゃ
んといっしょににこにこ体操③０歳
からの絵本④みんなで交流会
○講　師　児童図書館委員会会員　佐
藤千代子さん、インストラクター　
伊藤恵美さん
○対　象　市内在住で０～６カ月児を
持つ保護者
○定　員　２０組（第１子優先）
○参加費　無料
○申込方法　６月１５日までに直接また
は電話かファクスで同館へ

�

◆北文いきいき学級
　同センターでは、「生きがいは、地
域と共に」をテーマに生き生きと活力
あふれる毎日を送っていただくために
いきいき学級を開催します。
○と　き　６月２０日～１０月１０日（水）
のうち全１０回、原則午後１時３０分～
３時３０分
○内　容　「合唱の楽しみ方」「これか
らの高齢者社会における地域づく
り」「高齢者学級卒業生の話」「陶芸
を楽しむ」ほか
○講　師　日本指揮者協会会員　奥田
紘治さん、横浜家庭裁判所調停委
員　宰田満理子さん、陶芸アドバイ
ザー　日原多加行さん、公民館運営
審議会委員長　鈴木康史さんほか
○対　象　おおむね６０歳以上の市内在

北地区文化センター
�０４２（７４７）３３６１　�０４２（７４７）８５４２

（市社会福祉協議会内）
�０４６（２６６）２００１・FAX０４６（２６６）２００９

�

▼ひばりが丘南児童館＝２日・１６日午
後２時３０分～３時３０分▼小松原１丁目
第２多目的広場＝７日・２１日午前１０時
３０分～１１時３０分▼入谷小学校＝７日・
２１日午後２時３０分～３時４５分▼東原小
学校＝８日・２２日午後２時３０分～３時
４５分▼ＮＴＴ大塚本町アパート＝１３
日・２７日午前１０時３０分～１１時３０分▼栗
原小学校＝６日・２０日午後２時３０分～
３時４５分▼東原共同住宅＝１４・２８日午
前１０時３０分～１１時３０分▼相模が丘４丁
目多目的広場＝８・２２日午前１０時３０分
～１１時３０分▼相模野小学校＝１日・１５
日午後２時３０分～３時４５分▼中原小学
校＝１３日・２７日午後２時３０分～３時４５
分
　雨天の場合は巡回を中止します。ま
た、学校への巡回は時間が変更になる
場合があります。
担当　　　　　　　　　　市立図書館
�０４６（２５５）１２１１・FAX０４６（２５２）５７０４

�

▽市県民税（第１期）▽国民健康保険
税（第１期）▽国民年金保険料（第３
期）
※最寄の指定金融機関、郵便局、市役
所または各出張所で納めてください。
※使用料などもお忘れなく。

市立図書館
ひまわり号巡回日程

６月に納めるのは

市　公　民　館
�０４６（２５５）３１３１　�０４６（２５２）２７７６

（７５６）３４４３②③�市教育委員会指導
室０４６（２５２）８７３２

担当　　　　　　市教育委員会指導室
�０４６（２５２）８７３２・FAX０４６（２５２）４３１１

�

　演じることで「自分の知らなかった
自分とであう」「感じること、伝える
こと」を一緒に体験しましょう。
○と　き　①６月３０日②７月１４日③２８
日④８月１１日（土）⑤２３日（木）午後７
時～９時
○ところ　市民文化会館リハーサル室
○テーマ　①自分の心と体にきちんと
向き合う②ていねいに見る、聞く、
話す、動く、そして感じる③演じる
楽しさ、むずかしさを共有しよう④
上演を前提に⑤プチ本番！
○講　師　劇作家･演出家・演技講師　
ただ　ごうさん　
○主　催　舞台芸術座
○対　象　中学生以上
○定　員　４０人（先着順）
○参加費　１０００円
○申込方法　６月１１日までに電話で担
当へ　
担当　　　　　　　　　　生涯学習課
�０４６（２５２）８４７２・FAX０４６（２５２）４３１１

�

○と　き　６月２３日午前９時～正午
（雨天中止）
○ところ　県立座間谷戸山公園
○集合場所　市役所ふれあい広場
○内　容　身近な自然について体験学
習し、自然保護の大切さを考える
○講　師　市文化財保護委員　藤野知
弘さん
○対　象　小学生以上の市内在住・在
勤者
○参加費　無料
○定　員　２５人
○費　用　無料
○持ち物　筆記用具、雨具など
○申込方法　電話で担当へ　
担当　　　　　　　　　　生涯学習課
�０４６（２５２）８４７６･FAX０４６（２５２）４３１１

�

○と　き　６月２３日午前９時～午後７
時
○ところ　市立図書館２階講座室
○対　象　市内在住･在勤･在学者
○定　員　２５人（先着順）
○受講料　５００円（テキスト代）
○申込方法　直接または電話かファク
スで担当へ
担当　　　　　　　　　　市立図書館
�０４６（２５５）１２１１・FAX０４６（２５２）５７０４

�

　　　　　　　　　　　
①身障激励入湯会
○と　き　①７月３１日～８月１日（水）
②８月５日（日）～６日（月）
○ところ　箱根高原ホテル
○対　象　市内在住の障害者
○負担金　３０００円（介護者も同額）
○申込方法　６月１５日までに電話か
ファクスで担当へ　
②身障日帰り旅行
○と　き　７月８日（午前９時出発）
○集合場所　市役所玄関ロータリー
○ところ　小涌ユネッサン
○対　象　市内在住の障害者
○負担金　２０００円（介護者も同額）
○申込方法　６月１５日までに電話か
ファクスで担当へ
※①②いずれかに応募可
担当　　　市障害者団体連合会事務局

演劇体験講座

植物観察会

１６ミリ映写機操作
技術認定講習会

身障激励入湯会および
身障日帰り旅行

◆臨時清掃作業員（ごみ収集）
○募集人員　３人　　
○応募資格　原則として１８歳以上４０歳
未満の健康な方
○採用期間　７月２日～９月２９日（土）
○勤務時間　日曜日を除く午前８時３０
分～午後５時
○ 賃　金　日 額１０，３０７円 ～１１，１１５円
（経験年数により異なる）
○選考方法　面接試験、健康診断
○応募方法　６月７日までに、市販の
履歴書（写真添付）に必要事項を記
入の上、本人が直接担当へ持参
担当　　資源対策課クリーンセンター
�０４６（２５２）８７２４・FAX０４６（２５２）７６４１

◆訪問入浴サービス非常勤職員
○職　種　正・准看護婦（士）
○応募資格　２３歳以上４５歳未満の土曜
日出勤可能な方
○業務内容　３人一組になり入浴車両
で各家庭に訪問しバイタルチェッ
ク、入浴介助などを行う
○勤務時間　週２日午前９時～午後４
時（土曜日出勤可能な方）
○賃　金　市社会福祉協議会職員給与
規定による
○応募方法　６月１５日までに、市販の
履歴書（写真添付）に必要事項を記
入の上、本人が直接担当へ持参。持
参される前に必ず電話連絡をしてく
ださい。
担当　　　　　　　市社会福祉協議会

（総合福祉センター内）
�０４６（２６６）１２９４・FAX０４６（２６６）２００６

住・在勤者
○定　員　３０人（先着順）
○申込方法　直接または電話かファク
スで同センターへ

�

◆小･中学生のための手話教室
○と　き　６月１６日～８月４日の毎週
土曜日午後２時～３時３０分（全８回）
○ところ　東地区文化センター、栗原
ホーム
○内　容　初心者、経験者に分かれて
楽しく手話を勉強する
○対　象　小･中学生
○定　員　２５人（多数抽選）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具
○申込方法　６月９日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ
◆サマーアイランドのお手伝い募集
　夏休み最後の日曜日、全館を子供た
ちに開放する催し「サマーアイランド」
（８月２６日開催）を企画から実行まで
お手伝いしていただける方を募集しま
す。
○と　き　６月９日午前１０時～
○内　容　サマーアイランドの企画・
実行のための話し合い
○対　象　小学４年生～成人
○申込方法　６月８日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ
◆保育ボランティア養成講座
　生涯学習社会が進む中、公民館の講
座などで親たちの学習機会を応援し、
自らも学ぶボランティア養成講座で
す。
○と　き　６月１９日～７月１７日の毎週
火曜日午前１０時～正午（全５回）
○内　容　①子育て中も学習したい！
②子どもへの虐待から考える③乳幼
児の緊急時の応急処置④子どもの発
達とあそびほか
○講　師　マッコー保育園園長　藍原
益子さん、麦っ子畑保育園園長　大
島貴美子さん、市消防署職員ほか
○対　象　どなたでも
○定　員　２５人（先着順）
○参加費　無料
○保　育　あり（おやつ代２５０円）
○申込方法　６月１２日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ
◆こども実験教室～子どものための仮
説実験授業より～
○と　き　６月１６日、３０日、７月７日、
８月２５日、９月１日いずれも土曜日
午後２時３０分～４時３０分（全５回）
○内　容　「自由電子が見えたなら」
「空気と水～科学手品の世界」「光と
虫メガネ～虫メガネで写真をとろ
う」
○指導者　舘光一さん
○対　象　小学３年～６年生
○定　員　２５人（多数抽選、高学年優
先）
○受講料　無料（教材費各回２００円）
○ 申込方法　６月１０日までに電話か
ファクスで同センターへ

�

◆スポーツ教室体験フェア
　市民体育館では、「スポーツ教室体験
フェア」を開催します。今までとは違
うスポーツを体験してみませんか。
○と　き　７月１日午前１０時～１１時３０
分（午前９時３０分～受け付け）
○種　目　①エアロビクス②気功③健
康体操④ヨガ⑤卓球⑥バドミントン
なお、各教室とも前・後半それぞれ
４０分を１単位とした入れ替え制

東地区文化センター
�０４６（２５３）０７８１　�０４６（２５３）０７８９

市　民　体　育　館
�０４６（２５５）００７７　�０４６（２５５）１１８８

不用品バンク�
担当　　　市民生活課�
　�046（252）8158�
　FAX046（255）3550

◇お譲りします
自転車（２２インチ）、チャイルドシート、
窓用換気扇、ラジカセ、台車、扇風機、
製図板、サーキュレーター、本棚、座
卓、五月人形、電子オルガン、大人用
机、電子ピアノ、ピアノ、布団干し、
幼児用踏み台、幼児用いす、ひな人形、
掃除機、書棚、チャイルドシート、炊
飯器
◇希望します
自転車（１４インチ～大人用）、幼稚園
制服（相武台・栗原・やなせ・東原）、
子供用テーブル、車いす、歩行器、三
輪車、剣道防具一式、ベビーシート、
ジュニアシート、テレビ、ベビーラッ
ク､電動ルームランナー、マウンテンバ
イク、学習机用いすとスタンド、パソ
コン一式、ミシン、子供用タンス、冷
蔵庫、キーボード、クーファン､ベビー
カーＢ、ピアノ

○対　象　一般男女
○募集人員　①８０人②４０人③８０人④４０
人⑤４０人⑥２５人（多数抽選）
○受講料　無料
○申込方法　６月１日～１７日（当日消
印有効）までに往復はがきに前・後
半それぞれ第１希望・第２希望の種
目を記入し、返信用のはがきに郵便
番号、住所、氏名を記載の上、市民
体育館（〒２２８－００１１座間市相武台１
－５９７１）あて郵送（電話予約不可）



◆ＩＴ講習一覧（７月～９月）◆

定員（人）開　催　時　間開　　催　　日コース名講座№会　　場

２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３

午前９時３０分～午後０時３０分
午後１時３０分～４時３０分
午前９時３０分～午後４時３０分
午前９時３０分～午後０時３０分
午後１時３０分～４時３０分
午前９時３０分～午後０時３０分
午後１時３０分～４時３０分
午前９時３０分～午後４時３０分
午前９時３０分～午後０時３０分
午後１時３０分～４時３０分
午前９時３０分～午後４時３０分

７月５日（木）～８日（日）
７月５日（木）～８日（日）
７月１４日（土）、１５日（日）
８月２日（木）～５日（日）
８月２日（木）～５日（日）
８月７日（火）～１０日（金）
８月７日（火）～１０日（金）
９月１日（土）、２日（日）
９月５日（水）～８日（土）
９月５日（水）～８日（土）
９月２９日（土）、３０日（日）

午前コース
午後コース
集中コース
午前コース
午後コース
午前コース
午後コース
集中コース
午前コース
午後コース
集中コース

Z・３
Z・４
Z・５
Z・６
Z・７
Z・８
Z・９
Z・１０
Z・１１
Z・１２
Z・１３

市公民館
（エレベーター
　あり）

２３
２３
２３

２３
２３
２３
２３

午前９時～午後４時
午前９時～午後４時
午後６時～９時 

午前９時～午後４時
午前９時～午後４時
午後１時～４時
午後６時～９時

７月１４日（土）、２１日（土）　  
７月１５日（日）、２２日（日）　  
７月１４日（土）､１５日（日）､
　　２１日（土）､２２日（日）　
８月１１日（土）、１２日（日）　  
８月１８日（土）、１９日（日）　  
９月２５日（火）～２８日（金）　
９月２５日（火）～２８日（金）　

集中コース
集中コース
夜間コース

集中コース
集中コース
午後コース
夜間コース

K・６
K・７
K・８

K・９
K・１０
K・１１
K・１２

北地区文化
センター

２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３
２３

午前９時３０分～午後４時３０分
午前９時３０分～午後０時３０分
午後１時３０分～４時３０分
午後６時３０分～９時３０分
午前９時３０分～午後０時３０分
午後１時３０分～４時３０分
午前９時３０分～午後４時３０分
午前９時３０分～午後４時３０分
午前９時３０分～午後０時３０分
午後１時３０分～４時３０分
午前９時３０分～午後４時３０分
午前９時３０分～午後０時３０分
午後１時３０分～４時３０分
午前９時３０分～午後０時３０分
午後１時３０分～４時３０分

７月７日（土）、８日（日）
７月２４日（火）～２７日（金）
７月２４日（火）～２７日（金）
７月２４日（火）～２７日（金）
７月３１日（火）～８月３日（金）
７月３１日（火）～８月３日（金）
８月４日（土）、５日（日）
８月１１日（土）、１２日（日）
８月１４日（火）～１７日（金）
８月１４日（火）～１７日（金）
８月１８日（土）、１９日（日）
８月２８日（火）～３１日（金）
８月２８日（火）～３１日（金）
９月１８日（火）～２１日（金）
９月１８日（火）～２１日（金）

集中コース
午前コース
午後コース
夜間コース
午前コース
午後コース
集中コース
集中コース
午前コース
午後コース
集中コース
午前コース
午後コース
午前コース
午後コース

H・６
H・７
H・８
H・９
H・１０
H・１１
H・１２
H・１３
H・１４
H・１５
H・１６
H・１７
H・１８
Ｈ・１９
H・２０

東地区文化
センター

２０
２０

午前９時～正午
午後１時～４時

８月１３日（月）～１６日（木）
８月１３日（月）～１６日（木）

午前コース
午後コース

座・１
座・２

座間中学校

２０
２０

午前９時３０分～午後０時３０分
午後１時３０分～４時３０分

８月２０日（月）～２３日（木）
８月２０日（月）～２３日（木）

午前コース
午後コース

西・１
西・２

西中学校

２０
２０

午前９時～正午
午後１時～４時

８月２０日（月）～２３日（木）
８月２０日（月）～２３日（木）

午前コース
午後コース

栗・１
栗・２

栗原中学校

２０
２０

午前９時～正午
午後１時～４時

８月２７日（月）～３０日（木）
８月２７日（月）～３０日（木）

午前コース
午後コース

相・１
相・２

相模中学校

２０
２０

午前９時～正午
午後１時～４時

８月６日（月）～９日（木）
８月６日（月）～９日（木）

午前コース
午後コース

南・１
南・２

南中学校

５
５
５
５
５

午後１時～４時
午後１時～４時
午後１時～４時
午後１時～４時
午後１時～４時

７月２３日（月）～２６日（木）
８月６日（月）～９日（木）
８月２７日（月）～３０日（木）
９月１０日（月）～１３日（木）
９月１７日（月）～２０日（木）

午後コース
午後コース
午後コース
午後コース
午後コース

Ａ・１
Ａ・２
Ａ・３
Ａ・４
Ａ・５

アガペセンター
（身体の不
自由な方対
象）

※講座№H・１９は保育あり（２歳以上、保育希望者優先）。保育希望者は、子供の名前・年齢もお書きください。
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今日は何の日？・？・？
○と　き　６月１３日（水）午後０時２０分～４０分
○ところ　市役所１階市民サロン
○曲　目　ストラビンスキー作曲「ベトルーシュカ」より
○演奏者　ピアノ連弾　須藤恒平さん、須藤裕美さん

今月のロビーコンサート

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
多
く
の

市
民
の
方
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
作

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
「
Ｉ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
す（
左
表
参
照
）。
今
回

は
、
夏
休
み
期
間
中
の
中
学
校
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
も
会
場
と
し
て
使

用
す
る
な
ど
、
講
座
数
を
大
幅
に

増
や
し
ま
し
た
。
初
心
者
が
対
象

「
Ｉ
Ｔ
講
習
会
」

七
月
〜
九
月
の
受
け
付
け
開
始

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
に

で
す
の
で
、
全
く
の
未
経
験
者
や

機
械
が
苦
手
な
方
で
も
、
安
心
し

て
学
習
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
受
講
は
一
人
一
回
限
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
習
は
一
年
間
実
施
し
ま
す

が
、
今
回
は
七
月
か
ら
九
月
分
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

十
月
か
ら
十
二
月
分
は
八
月
十
五

日
号
の
本
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

○
コ
ー
ス　

三
時
間
×
四
日
間
の

　

午
前
・
午
後
・
夜
間
コ
ー
ス
、

　

六
時
間
×
二
日
間
の
集
中
コ
ー

　

ス
（
土
曜
・
日
曜
日
開
催
）
お

　

よ
び
保
育
付
き
コ
ー
ス

○
対　

象　

二
十
歳
以
上
の
市
内

　

在
住
・
在
勤
者
（
学
生
は
除
く
）

○
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

　

作
、
日
本
語
入
力
、
Ｅ
（
電
子
）

　

メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

○
費　

用　

受
講
料
＝
無
料
、
テ

キ
ス
ト
代
＝
千
円
程
度
、
保
育

＝
お
や
つ
代
一
回
百
円
程
度

○
申
込
方
法　

六
月
十
一
日（
月
）

　

ま
で
に
（
必
着
）、
左
記
『
往
復

　

は
が
き
の
記
入
例
』
の
と
お
り

　

記
入
の
上
、
担
当
あ
て
郵
送

担
当　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課

�
０
４
６
（
２
５
２
）
８
４
７
２

�
０
４
６
（
２
５
２
）
４
３
１
１

往復はがきの記入例

市
国
際
交
流
協
会

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集
！

　

今
年
七
月
に
、
姉
妹
都
市
で

あ
る
ス
マ
ー
ナ
市
か
ら
、
青
少

年
を
中
心
と
し
た
訪
問
団
が

や
っ
て
き
ま
す
。
本
市
と
ス

マ
ー
ナ
市
と
の
友
好
促
進
の
た

め
、
ま
た
、
ス
マ
ー
ナ
市
の
青

少
年
に
本
市
の
伝
統
・
文
化
を

通
し
て
わ
が
国
を
一
層
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け

る
ご
家
族
を
募
集
し
ま
す
。

○
受
け
入
れ
期
間

　

七
月
十
五
日
（
日
）
〜
二
十

四
日
（
火
）

○
募
集
世
帯
数　

十
四
世
帯
程

度

　

※
定
員
を
超
え
る
場
合
に
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

○
応
募
資
格　

①
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
受
け
入
れ
時
に
、
市
内
在

住
で
あ
る
こ
と
②
期
間
中
全

日
受
け
入
れ
可
能
で
あ
る
こ

と
③
同
居
者
全
員
の
同
意
が
あ

る
こ
と
④
期
間
中
、
宿
泊
と
食

事
を
提
供
で
き
る
こ
と
⑤
世
帯

（
同
居
者
）
の
中
に
中
学
・
高

校
生
が
一
人
以
上
い
る
こ
と
⑥

集
合
場
所
ま
で
の
送
迎
が
可
能

な
こ
と

○
応
募
方
法　

所
定
の
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
六
月
八

日
（
金
）
午
後
五
時
ま
で
に
、

担
当
へ
持
参

担
当　

市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
渉
外
課
内
）

�
０
４
６（
２
５
２
）８
３
０
７

　

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

す
。

○
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も

○
発　

表　

七
月
上
旬
に
、
審
査

結
果
を
直
接
応
募
者
に
通
知

○
賞　

品　

採
用
作
品
に
は
五
万

円
相
当
の
賞
品
を
贈
呈

○
作
品
の
取
り
扱
い　

採
用
作
品

は
、
同
協
会
の
所
有
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
応
募
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

担
当　

市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
渉
外
課
内
）

�
０
４
６（
２
５
２
）８
３
０
７

　

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

○
募
集
期
間　

六
月
一
日（
金
）

〜
十
五
日
（
金
）

○
応
募
先　

募
集
期
間
内
に
〒

２
２
８－

８
５
６
６
市
役
所

渉
外
課
内
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局
あ
て
郵
送
（
当
日
消

印
有
効
）

○
応
募
規
定　

官
製
は
が
き
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
カ
ラ
ー

で
未
発
表
の
作
品
に
限
る
）

と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入

　

※
応
募
作
品
数
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
は
が
き
一
枚

に
つ
き
一
点
の
応
募
と
し
ま

ス
マ
ー
ナ
市
と
の
友
好
の
掛
け
橋
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ア
メ
リ
カ

※

〈返信用　表〉　　　　〈往信用　裏〉

希望講座No.
第１希望：
第２希望：
　　　ふりがな
氏名
住所　〒
電話番号
年齢・職業・性別
（再申し込みの方は、
前回の整理番号）

　〒□□□－□□□□

記
入
し
な
い
で
下
さ
い
。

〈往信用　表〉　　　　〈返信用　裏〉

〒２２８－８５６６

座間市緑ケ丘
１－１－１　　

座間市教育委員会
　生涯学習課
　　　IT担当　行

記
入
し
な
い
で
下
さ
い
。
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